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当社のご紹介1

知のプロデューサーとして、ITを中核にお客様の戦略的人材育成
のためのトータルソリューションを提供します

お客様

日立製作所の情報通信ｸﾞﾙ ﾌﾟ
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日立グループ会社

日立製作所

日立製作所の情報通信ｸ ﾙｰﾌ
の研修専門会社として、お客様
のビジネス創生に貢献します

1963 日立コンピュータ顧客研修 および日立SE・営業研修開始

１-１ 沿革

当社のご紹介1

1995

資本金： 1億円（日立製作所100%出資）

代表者： 取締役社長 松井 慶康

従業員数： 約300名(PMP資格者 25名）

2011
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47年にわたるIT研修ソリューションの提供実績を活かし、
お客様から最も信頼され、選ばれる

ベスト・ソリユーション・パートナーをめざしますベスト・ソリユーション・パートナーをめざします

2011

(株）日立インフォメーションアカデミーは、米国PMIの
R.E.P.（公認研修会社）に指定されています。

SM
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日立インフォメーションアカデミーサービス体系

当社のご紹介1

人材開発コンサルテーション 研修ソリューション
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* 詳細は、http://www.hitachi-ia.co.jpを参照してください

研修サービス内容

１-２ 研修サービス内容

1 当社のご紹介

人材開発コンサルテーション

研修ソリューション

人材開発コンサルテーション研修ソリューション

IT専門技術研修/活用研修

経営管理研修

新人研修

ビジネス･ヒューマンスキル研修

プロジェクトマネジメント研修
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研修ソリュ ション新人研修

資格取得研修

経営者・管理者向けの最新動向情報提供

お客様サイトでの研修/教材・コンテンツ開発

日立インフォメーションアカデミーは、

戦略的に人材育成を行えるトータル

研修ソリューションをご用意し、お客

様がITを活用したビジネス展開に

求める人材育成をサポートします。
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定期研修定期研修

当社の研修提供形態

1 当社のご紹介

日立製作所のIT技術に裏付けされたノウハウを

ベースとして、常に最新の技術を提供

オーダ研修オーダ研修
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お客様独自のご要望に合わせて研修内容を企画・立案し、

受講者や現場にとって最適な研修サービスを提供

6

2
プロジェクトマネジメント研修の特徴

2.
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プロジェクトマネジメント研修の特徴

・日立製作所（ＩＴ部門）におけるプロジェクト・マネジャー育成施策に即した
研修体系

ポイントポイント

2-1

研修体系
・日立製作所向け研修で培った豊富な実績とノウハウ を基に、体系立てた
プロジェクトマネジメント教育を日立社内、社外へ提供

・日立製作所及びグループ会社からの受講者が中心（90％が日立グループ）
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豊富なコース豊富なコース
9090科目科目

日立グループ会社を中心に日立グループ会社を中心に

年間１年間１.1.1万人を教育万人を教育

レクチャ＋グループ演習

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
基礎

レクチャ＋グループ演習

(PDU)ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟで
学ぶﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞ
ﾒ ﾄ実践

レクチャ＋グループ演習

(PDU)ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ経験者
のためのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼ
ﾞﾒﾝﾄ上級編

PDU PDU

レクチャ＋グループ演習

組織戦略とプロジ
ェクト・ポートフォリ
オ ネジ

PDU

プロジェクト・マネジャー育成の研修コース体系2-2

e-ラーニング

8時間

(eL)ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ基礎

2日間

基礎

2日間

ﾒﾝﾄ実践

2日間

ﾒﾝﾄ上級編

レクチャ＋グループ演習

2日間

ﾄﾗﾌﾞﾙﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの
克服技術

PDU

いずれかを選べます

2日間

オ・マネジメント

レクチャ

2日間

（PDU)
PMO構築のための
勘所

PDU

グループ演習

2日間

(PDU)ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼ
ﾞﾒﾝﾄ仮想体験

PDU
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8時間 間

レベルに合わせて
基礎・実践・上級

をご用意！

2日間

PDU: Professional Development Unit
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3
お客様のニーズに合わせたプロジェクト
マネジメント実践研修実施経緯

3.
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30%

概要
WBS作成 スコープ記述書 スコープ記述書作成

演習-1 20％演習-2

ケーススタディー「情報システム事例」

定期プロジェクトマネジメント実践研修の流れ

ケーススタディー使用１
日
目

１
日
目

3-1

PM概要
WBS作成

（グループ演習＋発表)

スコ プ記述書
（講義）

スコ プ記述書作成
（グループ演習＋発表)

プロジェクトマネジメント
（管理）計画書（講義）

プロジェクトマネジメント（管理）
計画書作成（グループ演習＋発表)

30％演習-3

ケーススタディー「情報システム事例」

目目

2
日
2
日
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リスク登録簿作成
（グループ演習＋発表)

演習－４ 20％

％表示は、コース全体に占める割合

リスクマネジメント
（講義）

日
目
日
目

ケーススタディー「情報システム事例」

纏め
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受講者評価からの主要課題

１）自分の業務に直結したIT系のケーススタディー演習

⇒自分の業務と異なるケ ススタディ 演習のため

プロジェクトマネジメント実践研修の課題3-2

⇒自分の業務と異なるケーススタディー演習のため

実感がわかない。

２）IT系以外のケーススタディーで演習を実施

⇒当社提供のケーススタディーは、IT系の事例。

製品開発従事者には なじめない
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製品開発従事者には、なじめない。

３）発注側、受注側の両立場の受講者向け演習

⇒当社提供のケーススタディーは、受注側の立場

各業種の実業務に沿ったケーススタディー要求各業種の実業務に沿ったケーススタディー要求

プラント建設プロジェクト
（発電所設置工事・空調システム

組込ソフト製品
開発プロジェクト

（車両 計測機 携帯電話等）

プロジェクトマネジメント実践研修の課題3-3

オーダ研修オーダ研修

工事等）

製品開発プロジェクト
（家電品・部品・デバイス

開発等）

（車両・計測機・携帯電話等）

１）業務経験が無いため開発

するには発注側の支援必須

２）個別ケーススタディー開

発に多大な時間かかかる
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制御システムプロジェクト
（原子力発電監視・交通監視・

運行監視・工場生産管理）

発に多大な時間かかかる。

３）製品開発では、発注側の

事業計画の影響を受ける

（例：テキスト開発開始

１年半後実施せず中止）

ギブアップ!!

13
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4
全業種対応のプロジェクトマネジメント実践研
修について

4.
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新しい実践研修のポイント新しい実践研修のポイント

4-1 新プロジェクトマネジメント実践研修

（１）ケーススタディー事例は、研修会社で準備せず受講者各自の
持ち込んだ事例を使用した研修方式

（２）事前課題として各自でプロジェクトのWBSを作成して提出

逆転の発想で実施
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（３）各グループ毎で演習時に採用するプロジェクト事例を決定

（4）インストラクターは、PMBOKガイドのフェーズ、知識エリアに
基づきポイント（失敗・成功）を指導
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新プロジェクトマネジメント実践研修実施例

●業種：社会インフラシステム構築

●特徴：受注型の多様なシステムにおける プロジェクト マネ

Ａ社Ａ社

4-2

●特徴：受注型の多様なシステムにおける、プロジェクト・マネ

ジャーへの教育

●研修経緯：

（１）2006年からエンジニア部門の育成体系、ＰＭ研修見直し

「ＰＭ基礎（2日間）」実施

（２）2009年上期から、「PM基礎（2日間）」受講者へ、新しい
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（ ） 年 期 、 礎（ 間）」受講者 、新し

「ＰＭ実践（2日間）」の講座実施。2回/期

※ＰＭ実践受講対象：開発、設計、品質、生産技術部門業務５～１０年

（３）2009年下期から「ＰＭＰ対策講座（3日間+1日間）」実施

エンジニア部門ＰＭＰ資格取得促進中

30%演習-1 20％演習-2

新プロジェクトマネジメント実践研修の流れ

実
施
前

実
施
前

主催者側でグループ分け実施
グループ受講者の業務が重ならように考慮

（受講者○○名を○グループに）

WBSテンプレート
を受講者へ送付

プロジェクト
WBS提出

○グループ

4-3

講座
概要

WBS補足作成
（グループ演習)

日程表作成
(グループ演習)

演習－４
（プロジェクト総合演習）20％ 30％演習-3

各グループ毎で選択したプロジェクト事例（○種類）各自のWBS・プロジェクトレビュー(○人分⇒○種類）
１
日
目

１
日
目

演習成果
発表・討議

演習成果
発表・討議

講師コメント 講師コメント
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各フェーズ毎の問題点・
対応策作成(グループ演習)

リスク登録簿（一覧表）
作成(グループ演習)

2
日
目

2
日
目

纏め

各グループ毎で選択したプロジェクト事例（○種類）

演習成果
発表・討議

PMO（オブザーバー）
＆ 講師コメント

講師コメント

演習成果
発表・討議

％表示はコース全体に占める割合
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新プロジェクトマネジメント実践研修カリキュラム4-4-1

１日目１日目
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新プロジェクトマネジメント実践研修カリキュラム4-4-2

2日目2日目

総合演習
で２日間の

纏め
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5
リスクマネジメント演習について

5.

Copyright  ⓒ 2011 Hitachi Information Academy Co,.Ltd

2011年度実施の改善

リスクマネジメント研修手法の改善

新プロジェクトマネジメント実践研修の改善5-1

【改善の理由】

①リスク登録簿（一覧表）演習成果でのリスク事象は、

「問題点管理一覧表」を記載することが多い

⇒受講者は、リスク特定（洗出し）が実務上慣れていない。

問題が表面化してから対策を行う問題処理型
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（Reactive)の実務が多いため

②演習を通して、通常の業務で先手管理型（Proactive)

マネジメントが出来る意識転換へ醸成
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リスクマネジメント研修での「リスク特定と対応策」作成

リスクマネジメント演習の手法について

①リスクマネジメントツール使用①リスクマネジメントツール使用

5-2

（１）過去のリスクイベント（失敗原因）による

チェックリスト方式

（２）研修実施業種が固定される

（３）「○○ですか？」形式のため問題点対策になりがち

Copyright  ⓒ 2011 Hitachi Information Academy Co,.Ltd

（１）グループでの自由活発な意見をまとめることが出来る

（２）グループ内での経験者有無で演習成果に差が出る

22

②ブレーンストーミング方法②ブレーンストーミング方法

リスク・アセスメントツールを使った演習

リスク要因を特定できればコントロール可能（リスク・マネジメント）
プロジェクト
にはリ クが

5-3

①日立①日立ITIT部門独自のリスクマネジメントツールとは部門独自のリスクマネジメントツールとは

リ ク要因を特定 きれば ン ル可能（リ ク ネジ ン ）
にはリスクが

必ず内在 ・リスク要因を早期に特定し、対応方針及び具体策を策定

過去の失敗事例
を知識ベース化

リスク早期抽出自己診断表

ハイリスク

(PM-PAS※)
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リスクの特定

リスク・ランク設定

リスクの計量化

コンティンジェンシ・プラン

重点監視

リスク・コントロール

※PM-PAS： Project risk Management - Pre self Assessment Sheet
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リスク項目の設定

プロジェクトリスクの診断

日立IT部門のリスク・アセスメントツールの例5-4

上
流

・過去の損益悪化要因
・過去のプロジェクトマネジメント失敗要因

着眼点：同じ失敗の繰り返しを予防

リスク要因を洗い出し
・リスクの回避
・リスクの転嫁 要件定義 ＜ 項目＞

プロフィール ＜××項目＞

リスク事象：数100項目
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流
工
程

リスク要因を洗い出し、
体系化して総合的に管理

リスク診断ツールの開発
-リスク早期抽出自己診断表

・リスクの転嫁
・リスクの緩和
・リスクの受容

要件定義 ＜××項目＞

提案・見積 ＜××項目＞

内示・契約 ＜××項目＞

計画 ＜××項目＞

開発管理 ＜××項目＞

リスク項目の認識と

Step1 Step1Step1

リスクマネジメントの流れ

日立IT部門のリスク・アセスメントツールの例5-5

リスク項目の認識と
自己評価

リスク項目の数値化と
ハイリスク項目の抽出

Step2

プロジ クト関与者に

Step3

・プロジェクト情報
・システム情報

要件定義

提案・見積

プロフィール

リスクの重み
付け

H ：不明確
M ：一部明確
Ｌ ：明確
U ：対象外

プロフィール診断のスコアに
より補正

・統合
・スコープ

・リスクの抽出と３段階(H､M､L)評価
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プロジェクト関与者に
よるレビュー

継続的フォロー

Step4

提案・見積

内示・契約

計画

開発管理

ス プ
・タイム
・コスト…

ＤＢ
プロジェクト・
マネジャー
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リスク項目の認識と

Step1 Step2Step2

リスクマネジメントの流れ

日立IT部門のリスク・アセスメントツールの例5-6

・リスク値の自動計算
→ プロジェクト・リスクランクの決定

（受注時プロジェクト診断会議）

ﾘｽｸﾗﾝｸSA

リスク・ランクの設定

SA：最重点監視
A：重点監視
B：その他

リスク項目の認識と
自己評価

リスク項目の数値化と
ハイリスク項目の抽出

Step2

プロジ クト関与者に

Step3
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見積 受注 計画 第１回 第２回 第３回

評価点
合計

ﾘｽｸﾗﾝｸA
判定基準線

評価点合計 ××点

プロジェクト関与者に
よるレビュー

継続的フォロー

Step4
ﾘｽｸﾗﾝｸB

・ハイリスク項目に対する対応策、責任者及び

実施期限の決定 →リスク共通認識

リスク項目の認識と

Step1
Step3Step3

リスクマネジメントの流れ

日立IT部門のリスク・アセスメントツールの例5-7

・リスクランクに応じた組織的な対応リスク項目の認識と
自己評価

リスク項目の数値化と
ハイリスク項目の抽出

Step2

プロジ クト関与者に

Step3

Step4Step4

ﾘｽｸﾗﾝｸSA

・各工程の診断会議で､前回までのリスクの
対応状況のフォロー

・新たに発生したリスクへの対応策の策定

・評価点数の推移の監視とリスクランクの 見直し
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プロジェクト関与者に
よるレビュー

Step4

見積 受注 計画 第１回 第２回 第３回

評価点
合計

ﾘｽｸﾗﾝｸSA

ﾘｽｸﾗﾝｸA
要注意プロジェクト

通常プロジェクト

ﾘｽｸﾗﾝｸB

継続的フォロー
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評価点
合計

ﾘｽｸﾗﾝｸSA

ﾘｽｸﾗﾝｸA
判定基準線

SA：最重点監視
A：重点監視
B：その他

Step1
ﾘｽｸﾗﾝｸB

ＰＭ－ＰＡＳを
活用した実演習

5-8 リスクマネジメント演習の手法について

見積 受注 計画 第１回 第２回 第３回

評価点合計 ××点

リスク項目の認識と
自己評価

Step2

Step3

ﾘｽｸﾗﾝｸB

リスク項目の数値化と

演習は、フェーズを固定して実施

ケーススタディ熟読
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Step4

リスク項目の数値化と
ハイリスク項目の抽出

リスクランキング設定
ハイリスク項目の対応策
作成

Step1

新プロジェクトマネジメント
実践の演習について

各自の実ＰＪの

5-9 リスクマネジメント演習の手法について

リスク項目の認識と
自己評価

Step2

Step3
リスク項目の数値化と

各自の実ＰＪの
ＷＢＳ作成

リスクの重み
付け
法令 契約
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Step4

リスク項目の数値化と
ハイリスク項目の抽出

リスクランキング設定
ハイリスク項目の対応策
作成

・法令・契約
・顧客・
・製品仕様
・技術・管理
・開発環境



PMI日本フォーラム ２０１１ No. ＥＥ--４４

リスクマネジメント研修でのインストラクション例

5-10

当初 修正後

●顧客仕様が正式決定していないため
リスク事象

リスクマネジメント演習の手法について

（１）機能追加の発生に対して費用
追加か次期プロジェクトの

●顧客仕様が正式決定していない
標準仕様書は暫定版である

●早急に仕様書の正式版を
作成し顧客の承認を得る

製品製作後に仕様変更が発生し、
作業工程が伸び納期遅延となる
コスト増加が発生するおそれがある

対応策
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対応にするのかを明確にする
（２）顧客仕様を明確にし、標準仕様書

を正式発行できない場合は、契約
書に盛り込むか、もしくは打合せ
議事録によるエビデンスを作成する

作成し顧客の承認を得る

受講者の評価

１） 講座満足度：平均４.２（５点満点）

新プロジェクトマネジメント実践研修の成果5-11

２）日常業務に役立つ実践的な講座で大変勉強になった
今後の業務に役立てたい

３）今回の演習で作成した資料を持ち帰り、そのまま
即業務へ活用させたい

４）演習発表や質疑応答で他の抱えている問題が理解できた
５）演習課題（自分達の仕事）に対しての講師コメント・

Copyright  ⓒ 2011 Hitachi Information Academy Co,.Ltd 31

５）演習課題（自分達の仕事）に対しての講師コメント・
他者からの意見は、有意義であった

６）講師の経験を踏まえた研修で理解しやすかった。
総合演習でアドバイスが実務的で良かった
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6
まとめ

6.
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１．今回の演習方法は、受講者の業務に直結した

結論

6. まとめ

実践的な研修として高い評価を得た

２．今回の研修手法は、全業種向けに有効であるので

今後他の業界でも採用を推進していく予定
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３．2011年度からシステムＬＳＩ・組込みソフト

開発会社にて採用予定。業種展開を合わせて行う
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１．研修インストラクター条件
①多業種分野での豊富な実務経験とインストラクター

6. まとめ

インストラクターとしての課題と対応

２．インストラクターの心構え
①難解な業界用語があれば、受講者に教えてもらう姿勢
（知った振りはしない）
② 前 念 事前準備

①多業種分野での豊富な実務経験とインストラクタ
実施経験

②各業種に適応できる高度なインストラクション能力
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②研修前の入念な事前準備
③業界トレンド情報の調査、入手等、不断の努力が必要

３．対応できるインストラクターの育成と暗黙知も含めた
インストラクション手法の伝承と体制作り
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